
令和元年度  算数科授業の略案  （５学年） 

月日（ 校時） 単元名 教材名 

６月２４日（月）  

５校時 小数のわり算 小数のわり算を考えよう 
本時のねらい (９/１４) 

○比較量、基準量が小数の場合も倍を求める時は除法を用いればよいことを理解する。 

評価規準 

考 比較量、基準量が小数の場合でも｢倍｣を求めるには除法を使うことを数直線、言葉、式で説明している。(ノート・発言) 

学習過程  学習活動（○発問・予想される児童の反応）  留意事項・評価 

【導入】 

１：３０ 

○まとめ、ふり返りをペアで伝え合いましょう。 ・前時の学習のふり返りを

する。 

【展開】 

問題提示    

１：３２ 

見通し 

 

 

 

 

 

課題把握 

１：３７ 

 

１：４２ 

 

 

 

自力解決 

集団解決 

・班学習 

 

 

 

・全体学習 

１：５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考察 

２：０５ 

まとめ 

２：０７ 

１ 問題を読む。 

 

 

 

○問題を見て聞かれていることや求め方を考えましょう。 

 今日は何倍かを求める問題になっている。 

 この問題はわり算です。理由は｢倍｣を求める時はわり算を使うからです。 

２ 課題を把握する。 

 

 

 

シラバス：(一人学び(8 分)・班学び(6 分)・学び合い(10 分)・まとめ(3 分)・振り返り(8

分)) 

言語わざ：｢つまりを使って説明する｣  

キーワード：わる数 わられる数 商 倍 

数直線 もとにする数 くらべられる数 

３○はるかの家から駅までの道のりをもとにする時、みさき、ひろしは何倍になるか

考えましょう。 

  

 

 

 

４○考えた事を班で伝え合って下さい。話し合いが終わった班は、まなボードを使っ

てみさきとひろしの計算の仕方を話し合って下さい。 

５ 考えたことを説明する。 

○それぞれの班のまなボードを見て、みさきとひろしの計算の仕方はどうなるか発

表して下さい。 

 ・みさきの式は 3.6÷2.4 になります。なぜなら、ゆうたは 2 倍と求められている

が、その時の式は 4.8÷2.4 で求めることができます。つまり比べられる数はわ

られる数にきて、もとにする数はわる数に来るので 3.6÷2.4 になります。その

考え方を使うと、ひろしも 1.8÷2.4 で求めることができます。 

 ・｢小数のかけ算｣で学習したように｢倍｣を求める時はわり算を使い、もとにする

数がわる数に来ることを学習したので、その考え方を使うと、みさきは 3.6÷

2.4、ひろしは 1.8÷2.4 になります。 

 ○今日の学習からもとにする数が小数の問題が出てきた時に大切なことはなんです

か。 

  ・もとにする数が小数になる問題の計算の仕方は、整数の時と同じように比べら

れる数がかけられる数にきて、もとにする数はわる数にくる。 

 

 

 

 

・見通しの活動で数直線を

書いて確認することで、

視覚的に問題の意味を

捉えやすくする。 

・ゆうたの計算のしかたを 

確認する. 

・考え方はゆうたの道のり

の考え方、整数の時に学

習した｢倍｣の計算の求め

方を使って考えることを

確認する。 

 

・ハンドサインチェックを

行い、見通しが立つよう

にする。＊リーダー 

 

 

・考え方が分からない児童 

は、友だちの考えを自由

に見にいくように伝え

る。  

 

 

 

 

 

 

・グループの手引きを見な

がら、話し合いをさせ

る。 

・数直線を使って説明する

ように促す。 

 

 

・二つのグループに分けて

話し合いを進める。 

 

考 比較量、基準量が小

数の場合でも｢倍｣を求め

るには除法を使うことを

数直線、言葉、式で説明し

ている。(ノート・発言)      

                         

【終末】 

振り返り 

５ 学習したことを振り返る。 

 

・キーワードを使って 5

行以上振り返りを書く

ように促す。 

もとにする数が小数になる問題の計算の仕方を数直線を使って説

明しよう。 

右の表は、はるかさんたちの家から駅までの道のりを表してい

ます。はるかさんの道のりをもとにするとほかの人の道のり

は、それぞれ何倍ですか 

・もとにする数が小数になる問題の計算の仕方は、整数の時と同じように 

比べられる数がかけられる数にきて、もとにする数はわる数にくる。 

 


